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10
月
5
日
、
東
京
な
か
の

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
で
、
「
九

条
の
会
大
集
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
夜
の
開
催
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
１
３
０
０
人

程
の
ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ
満
席
で

し
た
。
九
条
の
会
呼
び
か
け

人
の
一
人
、
作
家
の
澤
地
久

枝
さ
ん
は
今
年
93
歳
と
の
こ

と
。
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
明
快

な
口
調
で
「
全
国
各
地
の
九

条
の
会
は
、
日
本
が
２
度
と

戦
争
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

９
条
改
憲
は
間
違
っ
て
い
る

と
声
を
あ
げ
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

事
務
局
の
東
京
大
学
名
誉

教
授
の
小
森
陽
一
さ
ん
は
、

「
こ
の
秋
、
改
憲
を
許
さ
な

い
新
た
な
行
動
を
展
開
し
よ

う
」
と
、
実
行
委
員
会
を
代

表
し
て
挨
拶
。

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
は
、
前

法
政
大
学
総
長
の
田
中
優
子

さ
ん
と
、
上
智
大
学
教
授
の

中
野
晃
一
さ
ん
で
す
。

田
中
優
子
さ
ん
は
、
「
平

和
を
求
め
軍
拡
を
許
さ
な
い

女
た
ち
の
会
」
が
、
今
年
１

月
に
発
足
し
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。
「
戦
前
、
女
性

は
選
挙
権
も
な
く
集
会
も
開

け
な
か
っ
た
。
今
、
女
性
活

躍
が
叫
ば
れ
る
一
方
で
、
女

性
の
給
与
は
非
正
規
・
正
規

と
も
に
男
性
と
比
べ
て
低
い
。

女
性
は
人
権
を
踏
み
に
じ
る

格
差
社
会
に
怒
っ
て
い
る
。

戦
争
に
な
れ
ば
軍
事
最
優
先

で
女
性
は
さ
ら
に
苦
し
む
こ

と
に
な
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
台
湾
情
勢

を
理
由
に
９
条
改
憲
を
声
高

に
言
う
人
が
い
る
が
、
「
正

し
い
戦
争
は
ど
こ
に
も
な
い
」

と
述
べ
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
が
こ
れ
以
上
長
引
く
と
、

ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
の
対
決

に
な
り
、
世
界
戦
争
の
危
険

が
あ
る
。
私
は
即
時
停
戦
を

言
い
続
け
る
」
と
語
り
ま
し

た
。中

野
晃
一
さ
ん
は
、
「
改

憲
軍
拡
で
は
な
く
、
安
心
の

供
与
を
」
を
テ
ー
マ
に
語
り

ま
し
た
。

「
日
本
政
府
は
、
２
０
１

４
年
７
月
１
日
ま
で
は
、
９

条
に
よ
り
、
相
手

を
追
い
出
す
に
と

ど
め
る
対
応
だ
っ

た
。
（
こ
の
日
、
自
衛
隊
の

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

す
る
閣
議
決
定
を
行
っ
た
）

今
、
日
米
同
盟
の
際
限
の

な
い
強
化
の
中
で
、
周
辺
国

と
の
あ
つ
れ
き
を
招
い
て
い

る
。
武
力
で
互
い
に
相
手
を

脅
す
抑
止
力
対
抑
止
力
で
は
、

ど
ち
ら
か
が
切
れ
た
ら
戦
争

と
な
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
に
は

集
団
的
自
衛
権
行
使
と
し
て

自
衛
隊
を
戦
争
に
巻
き
込
み

な
が
ら
、
自
国
の
利
益
に
な

ら
な
け
れ
ば
軍
隊
は
出
さ
な

い
。
戦
争
を
避
け
る
に
は
、

日
本
は
〝
こ
ち
ら
か
ら
や
る

つ
も
り
は
な
い
よ
〟
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
が
、

相
手
国
に
と
っ
て
の
安
心
の

供
与
。
そ
の
か
な
め
が
憲
法

９
条
と
13
条
。
13
条
は
国
民

生
活
を
守
る
と
言
い
切
っ
て

い
る
」
と
語
り
、
改
憲
で
は

な
く
、
憲
法
の
本
義
に
も
ど

り
、
立
憲
主
義
を
取
り
戻
そ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
芸
人
九
条
の

会
の
カ
ン
カ
ラ
三
線
の
歌
と

演
奏
、
全
国
首
長
九
条
の
会

共
同
代
表
の
武
蔵
野
市
長
ほ

か
、
４
つ
の
九
条
の
会
か
ら

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

田
中
優
子
さ
ん

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
「
即
時

停
戦
」
を
訴
え
る

中
野
晃
一
さ
ん

軍
拡
で
は

な
く
、
９
条
と
１
３
条
で

相
手
国
に
安
心
の
供
与
を

９
月
26
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
本
部
で
、
核
兵
器

全
面
廃
絶
国
際
デ
ー
を
記
念

す
る
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

グ
テ
レ
ス
国
連
事
務
総
長
は
、

「
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
が
今

再
び
行
わ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
、
核
使
用
が
人
道
上
の
壊

滅
的
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と

と
警
告
し
ま
し
た
。
同
時
に

「
核
兵
器
の
使
用
を
防
ぐ
唯

一
の
方
法
は
廃
絶
だ
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

各
国
の
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
積
極
的
な
発
言
が
続
く

中
、
日
本
政
府
の
代
表
は
核

兵
器
禁
止
条
約
に

一
言
も
触
れ
ず
、

５
月
の
主
要
７
か
国
サ
ミ
ッ

ト
で
「
核
抑
止
」
を
発
信
し

た
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
追

求
す
る
確
固
と
し
た
土
台
」

な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

ア
ニ
メ
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

上
映
会
（
無
料
）

11
月
11
日
（
土
）
13
時
半

詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



海面上昇の現状とこれから

広
島
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
発
表
さ
れ
た

時
か
ら
「
被
爆
地
か
ら
核
抑
止
を

発
信
し
た
」
と
し
て
批
判
さ
れ
て

い
ま
す
。
記
念
会
合
の
こ
の
日
、

長
崎
で
は
、
日
本
政
府
に
対
し
て

一
日
も
早
く
「
核
兵
器
禁
止
条
約

に
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」

が
、
被
爆
者
を
含
む
各
団
体
で
取

組
ま
れ
ま
し
た
。

国
連
の
会
合
に
参
加
し
た
ジ
ャ

マ
イ
カ
代
表
の
発
言
を
紹
介
し
ま

す
。
「
核
兵
器
が
1
発
で
も
使
わ

れ
る
な
ら
、
人
体
や
環
境
に
長
期

に
影
響
が
及
び
、
全
面
的
な
核
戦

争
に
広
が
る
。
核
兵
器
の
存
在
そ

の
も
の
が
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
地
球
を
危
険
な
場
所
に
す
る
。

広
島
と
長
崎
の
惨
劇
を
決
し
て
忘

れ
て
は
い
け
な
い
」

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
国
連
加

盟
１
９
３
ヵ
国
中
93
ヵ
国
が
署
名
、

69
ヵ
国
が
批
准
。
過
半
数
ま
で
あ

と
4
ヵ
国
で
す
。

内
井
み
ち
え

海面は、北極や南極、氷床の融解による海面上昇

だけでなく、海水の温度があがると水分が膨張する

ことで上昇します。各国の政府関係者と世界有数の

科学者が参加している気候変動に関する政府間パネ

ル（IPCC）の報告によると、1901年から2010

年の約100年間で、海面は19cm上昇しました。

2013年には、2100年までに海面が82cm上昇

すると予測していましたが、海面上昇は想定外の速

さで進んでおり、最も深刻化すると2100年には最

大110cmまで上昇するとの見方も出ています。

北極海と北大西洋の間にあるグリーンランドは、

南極の次に大きい氷床面積を持っています。JAXA

の報告で、2012年にはグリーンランド氷床の全面

融解が確認されており、融解の速度が早まっていま

す。2021年に観測されたデータをみると、グリー

ンランド北部の気温上昇により、例年の2倍以上の

ペースで氷床の融解が進んでいます。今のペースで

グリーンランド氷床の融解が進むと、2100年には

約20センチも海面が上昇するという予測もありま

す。北極や南極の海の上に存在する氷はもともと海

水が凍ってできたので、溶けても海面上昇は起きま

せんが、日本の5.7倍の国土を誇るグリーンランド

や南極大陸の氷床のように、大陸や島を覆う氷が溶

けて海に流れ込めば、質量が増えて海面が上昇する

ことは明らかです。

海面が30cm上昇した場合、日本全国の砂浜の半

分以上が失われると言われています。もし1m上昇

すると、なんと9割以上が消失してしまうと考えら

れているのです。被害は砂浜だけにとどまりません。

海面が1m上昇した場合、もし堤防を高くするなど

の対策を行わなければ、東京では、江東区、江戸川

区、墨田区、葛飾区のほぼすべてのエリアが影響を

受けると予測されています。（続く）
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日本における海面上昇の影響


